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表紙説明

南硫黄島付近海底火山「福徳岡の場」が昭和61年1月18日20時頃噴火

し， 20日には島が形成されていることが関係機関により確認された。喰

火の状況を米国の地球観測衛星ランドサット 5号が， 1月21日09時27分，

火山活動域の上空約700kmを通過し，高性能のTM（セマティック・マ

ッパ）画像を撮像し，宇宙開発事業団地球観測センターがこれを受信し

た。

表紙の写真は，当センターで， リモートセンシング技術の防災分野へ

の適用研究の一環として，得られたデータを解析した結果を表示したも

のである。

赤：噴火口直上の噴煙，暗赤色：低高度の噴煙，黄土：中高度の噴煙，黄：

高高度の噴煙，白：雲の高度の噴煙，橙：新島，紫；浮遊物，水色；変

色水域暗青色：噴煙の影の海域，青；海域，緑：南硫黄島の森林の一

部。この時の形成された陸域は直径約0.7kmのはほ円形で， その面積は

約0.4逼，また噴火口の位置は南硫黄島の松江岬16°方向 5.2kmの24゚17'27"

N, 141 ° 29'00" Eと計測された。
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お祝いのことば

所長高橋博

和達先生には昭和60年11月3日文化の日に．栄

えある文化勲章を受章されました。心からお慶び

申し上ける次第であります。

先生は，大正14年 (1925年）に東京帝国大学理

学部物理学科をご卒業後，中央気象台で地震の業

務につかれました。当時は，通常の地震の発生す

る深さはすべて40km位と信じられていましたが，

先生は異常震域地震と称して，陸池から遥か遠い

海中に震央の定まる地哀を，桁違いに深い所で発

生した深層地震とすれば，虚央は内陸または沿岸

に定まり，等発震時線や等 (P-S)線の分布も

合理的に説明できるものとされました。この「深

処に発生せる地震に関する研究」で，昭和 7年

(1932年）若くして帝国学士院から恩賜宜を受買

されました。 1935年の論文には，日本付近の深

発地震面の等深線が描かれており（和逹ゾーン），

ベニオフの論文が出る卜数年前のことであります。

この深発地姦面が今では広く知られる海洋プレー

トのもぐり込み面であります。

先生の数ある研究の中で．防災上特に重要なも

のに，地盤沈下の原因に関するものがあります。

台風による大阪の高潮被害を調査され，その被害

を大きくした主因は地盤沈下にあり ，それを広範

囲にわたり発生させた原因は，地下水の多量汲み

上げにあることを明らかにされました。 t場の排

煙で大阪の空が暗ければ暗いはど景気がよいと喜

んでいた戦前のことですから，地盤沈下の進行を

おさえるために，地下水の吸み上げを抑制しなけ

ればならないという先生の研究成果は，‘り時の

人々にとっては，歓迎されないものであり，戦時体

制ドでは考應されす，戦災と敗戦による生産活動

の停止で，その所見の正しさが証明されました。

戦後の気象弔業の復輿と育成をはじめ，南極観

測，海洋開発，公害及び防災対策等で，先生は今

なお活躍されています。この開，気象庁長官，当

センター所長，埼玉大学長，日本学術会議会長，

日本学士院院長等多くの要職につかれ，昭和46年

文化功労者，昭和47年には勲ー等瑞宝章を受章さ

れています。

当センターには，昭和38年4月1日発足ととも

に初代所長に就任され，関係各機関との関連の中

で当センターの業務を定め運営を確立し，今日の

当センターの基礎を築いていただきました。

私共は研究者としては先生のこ研究から学び，

また，防災にかかわる者としては防災に対する一

生かわらぬ熱情と学術成果を尊重し具体的に取り

こんでいく進め方，それらを支える先生の広い識

見に教わりつつ，研究を進めていきたいと思って

います。

先生のますますご健勝であられますようお祈り

して．お祝いのことばといたします。
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強震記録に基づく茨城・千葉県境地震の震度分布

木 下 繁 夫
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↑ ． はじめに 2. 強震記録に基づく震度分布

昭和60年 (1985)10月4日に発生した茨城・千

葉県境地震（マグニチュードM6.0)において，気

象庁は東京での震度を56年ぶりにVとした。この

地震では，首都東京を中心として，有感地震を測

定対象とする数多くの地震計が動作した。＿図 1

は，震央から16kmの地点にある防災センター下総

地殻活動観測施設構内での地震記録である。地中

の深いところから地表に向って，震動が徐々に増

大していることがわかる。一強震計を中心とする

これらの地震計は年々増設されており，関東地域

はその密度が我国で最も高いところである。そこ

で，今回の地震で褐られた強震記録に基づいて，

関東地域の震度分布を作成し，その持徴を整理し

てみた。なお，強震計の最大値は，強震速報Nu30

「国立防災科学技術センター (1985)〕を用いた。

東京を中心とする関東地域の震度分布図は，い

わゆる SMAC型強震計記録に簡易地震計（地震

警報器や表示用地震計の様に，最大加速度値のみ

を表示するもの）と有感地震を対象とする加速度

計記録を加えて作成した。各地点の震度は，地表

及び低層建物 1階床に設置されている地震計水平

成分の最大値を用いて決定した。作成された震度

分布図が図 2である。地震計は，震央から東京一

伊豆半島方向に集中しており，この地域での震度

分布が系統的に判読出来る。

すなわち，震央から南西の方向に，震度IVは．

震央距離15km--65km程度の範囲であり，震度JIIは，

震央距離65km,..,__.,140 km程度の範囲である。これは，

気象庁震度IVが千葉・横浜・熊谷． IlIが秩父・網

代・大島• IIが三島となっていることと調和して

いる。
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強震記録は，この様な気象庁震度との対応も含

めて，震度の観測をより細かい分布で補間するこ

とができる。このため，平均的な震度を上回る震

度域（震度異常域）の見出が可能である。図 2に

おいても，以下の 3地域に震度の特異性が見られ

る。

(1) 東京低地

(2) 横浜南西部（港南区・戸塚区）を中心とし

て，南多摩へ拡がる地域

(3) 宇都宮を中心とする地域

これらの中で，（1）の地域に関しては，震度が沖

積層厚に正の相関を持つ形で説明されている。実

際，図 2における東京での平均震度は1Vとなるの

が妥当であるが，図3に示すように，沖積層厚（図

3中の数字：単位m)の大きい東京低地に沿って

震度Vとなる観測点が散在している。東京低地の

様に，厚い沖積層に帰因して震度異常となる地域

としては，他に，平塚一厚木や小田原等が挙げら

れる。

(2)と(3)の地域における震度異常については，こ

れを説明できるような明快な定説はまだ無い。い

ずれの地域もかなりの拡がりを持っており，（3）の

地域は小山一宇都宮一今市迄拡がっていると思わ

れる。 (2)の地域が震度異常域と思われる様になっ

たのは最近のことであり，次章でさらに資料を追

加して，この地域の震度異常について確認するこ

とにする。

3. 横浜南西部を中心とする地域の震度について

ここでは，強震計及び簡易地震計の整備が進ん

だ1980年代のいくつかの地震において得られた横

浜南西部を含む震度分布図を示す。

図4は，山梨・神奈川県境の地震(1983年8月

8日，マグニチュード 6.0)における震度分布を図

2と同様に作成したものである。この震度分布図

では，震度Vの観測点が横浜南西部を中心として，

南多摩から三浦半島へ異常に延びていることが読

みとれる。図5は，茅野〔茅野一郎(1982)，地震

研究所談話会資料〕が作成した三浦半島沖地震

(1982年8月12日， M5.7)における強震計及び簡

易地震計の最大加速度分布図である。この地震で

は，横浜市港南区において局所的に家屋損傷の被

害が生じており（図中黒丸），図中でも横浜南西部
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図3

の最大加速度値は異常に大きい。図 6は，千葉県

中部地震(1980年9月25日． M6.1)において．簡

易地震計に基づいて作成された震度分布図である

（高橋博・木下繁夫・後藤健一・斉藤勤(1981),

自然災害科学総合、ンンポジウム〕。この図でも．横

浜南西部から南多摩にかけて加速度レベルが上っ

ていることが読みとれる。

今回の地震で得た図 2の震度分布図では，図中

-3-
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のAB線で震度皿になったものが，そ

の南西側で再びWとなっている。この

種の震度分布図では，低震度域を規準

に判断すべきであるから．明らかに，

横浜南西部から南多摩に至る地域で震

度が上っていると言える。

4. おわりに

近年，強震計を中心として，各種の

加速度計や簡易地震計が増設されてい

る。 1985年10月4日に発生した茨城・

千菓県境地震 (M6.0)において，これ

らの地震計により得られた水平動の最

大加速度値を用いて，関東地域の震度

分布図を作成し，震度異常となる地域

を抽出した。結果として，横浜市南西

部から南多摩に至る地域での震度異常

を新たに確認することができた。

（第2研究部）

図6
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南硫黄島付近海底火山の噴火

熊谷貞治
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南硫黄島付近の海底火山「福徳岡の場」 （噴火

口の位置： 24°17'27.0" N, 141°29'00。1"E;人工

衛星の画像より計測）が，昭和61年(1986) 1月

18日20時過ぎ噴火し， 20日には，島が形成されて

いた。哨火により島が形成されたのは同地点では

大正3年(1914)1月以来72年ぶりである。

この噴火によるものと考えられる地震及び潮位

の変化が，島の北北西方向約55kmに位置する硫蒐

島において観測された。ここでは，噴火の概要と

観測結果についてその概要を述べる。

「福徳岡の場」

この海底火山は，伊豆ー小笠原ーマリアナ弧に

属し，北硫黄島，硫黄島，南硫黄島と連なる火山

列島（硫黄列島）の島列上にあり，七島一硫黄島

海嶺の南部で．東京湾口から南方約1,300kmに位

置している。

南硫黄島は玄武岩で構成されているが．この海

底火山は．粗面安山岩で構成され，硫黄島と同じ

である。

噴火の概要

この海底火山の活動は活発で，周辺海域がよく

火山噴出物により変色しているのが，各機関によ

り観測されている。しかし，島を形成したのは，

明治37-38年(1904~1905)及び大正3年(191

4)の2回だけでその状況は次のようであった。

1904-05年（明治37-38年）海底噴火：新島出

没。 11月14日に爆発音， 28日に噴煙と水蒸

気 12月5日に新島生成を発見。その後の

測量で新島は高さ 145m.周囲約4.5km,ほ

ぱ円形。 1905年6月15日には新島は高さ2.5

~ 3mに減少，やがて礁岩に変化。
1914年（大正3年）海底噴火：新島出没。

1月23日に大噴煙，溶岩流出。 1月25日に

ー□芦：：
＇，* 明神礁

•鳥島

・西ノ烏

北硫黄烏-.
＊海徳火山

-35°N 

-30°N 

硫黄島-•鰻福徳岡の場ー 25°N
・女

南硫黄島/＊南日吉海山

＊ ：海底火山 ＊日光海山

かー福神海山
＊ 

0 200km 一 春日海山

l l ―20°N 
140°E 145°E 

図1 伊豆ー小笠原ーマリアナ弧縁辺部に位置する火山

新島出現（高さ 300rn,周囲11.8km),12月

には新島は各所で決壊，翌々年には消滅し

ていた。（気象庁 (1984)：日本活火山総覧）

硫黄島の旧島民の方の話では，漁船で新島まで

行き．上陸したところ‘ふかふか”していたとの

ことである。多分，軽石状のものが堆積していた

と推定される。また，この噴火により火山灰が硫

黄島にも‘ちら，ちら’'と降ったと言うことである。

1986年（昭和61年）

1月16日： 12時，乳青色の変色水を視認。 （海上

保安庁，測量船「拓洋」）

1月18日： 20時頃．頻繁に火山活動があり現在も

続いている。黒煙が3,000~4,000 rn 噴き
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kげてし Iるもよう。 （松（［船，第8‘'小；入丸）

1月191.l:16時30分頃， 1.'I咬煙か砂さ l2,000フィ

ート（約4,000m) まで上っているのを認、

めた。 （気象レーダーによる） （汁lil：自衛

隊，硫凶品分迅啄）

1月20H: 4時40分，品らしき映像を 1個視認し

た。（レーダー観測） （梅上保安庁，「拓洋」）

5時50分，灰色の哨煙が高さ約2,000mに

逹してしヽるのを確認した。 （泊~ 1-．保安庁，

「拓祥」）

6時30分，幅約 1km, 高さ約15mの島が形

成され北束端付近から輻約50mの明姓が水

柱と共に明出している。 （沿i上保安ii二，I拓
祥．I)

7 U!r~ IOll!i, 

l)新島の形状は北西～r｝i束に細長く，長

さ約700m,輻約500m. iりさ約 15m。

2)明火は新島の渠端の洵中から起こり．

黒色の明石を記jさ400rn~ 500 rnに明出

している。

3)変色水は新品の周辺部及び北東方向へ

12マイル以上流出しており，その色は新

島の周辺で緑色，辿さかるに従って緑黄

色から淡青色へと変化している。

4)灰褐色の軽石の流れが広いところで輻

数直In, 長さ約十数マイルに逹している。

（海上保安庁「拓洋」

11時22分，黒色の煙及び明石が高さ 1,200

~ 1,300 rnまで逹している。 （汁lil-．保安庁

「拓洋」）

写真1 昭和61年 1月21日15時30分頃，硫匹島の摺鉢

山山頂（襟品161(Il）から見た｀福徳岡の場”

の明火。右に見えるのは南硫凶島（標高918(Il）

撮影：小出和成 (210mm叩辿レンズ使JI])

6 -
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l)火［」は新品の束側にあり，水蒸氣性の

白煙を明出しておりその邸さは 3,000m 

に述してし、る。

2)変色水は長さ約25マイ）レ，幅1~ 1.5マ

イルの浩曲した帯状となっており，一部

は南硫黄島に涼•行。

（海上保安庁，航空機）

14時50分～13時50分，約20分間隔で明火し，

邸さ約 l,2L,~ I, 700 mに逹する黒煙と共に

多数の明石を咀出している。 (•海上保安庁

「Hii 1：：」）
16時，！且煙及び明石を伴う90回の爆発（高

e約 I00~ 1,000m)を品めた。 11没後は黒

煙の中に時々赤い火が視認されるc （泊j上

保安I『「Ui袢」）
1月211:]： 8時， 1~2分1ii]隔で小鉗免 (rf;jさ50

m以ド）を起こし，そのつど黒色の明石等

を明き上げてし、る。 （泊tl：自衛隊，疏黄品

分追隊，航空機）

9時27分，ランドサット 5号から涌底哨火

状況を撮像し＇j：：Tli聞危li哭l;t]地球観測セン

ターで受信した。

12時23分，大爆発し，火炎は蒻度約 1,500

mに逹し，明煙は祁度約3.000mに逹した。

（海上自衛隊，第4航空群，航空機）

13時～15時10分，新島の形状は虹径約700

mのほぽ円形の北東部が一部欠除した=El 

月型，¢りさは極めて平担で全体は細かい少

山灰や軽石におおわれ，灰褐色を沿してい

るっ溶府流は認められなし、。火L)は島の三

l」月型の内側に位閻し直径約300m。明出

物による軽石流は細流なものからI!-fi径数m

のものがl'iいlr.:iで流れている。変色水は薄

い黄緑色あるいは緑黄色を呈し南々束へ約

2 km延びている。

（廂上保安庁，航空機）

1月22「]: 9時．明火等の火山活動は品められな

・.。火山れきを採取。 （海上保安1仇巡視

船「うらが」）

15時，明火活動を認めず。新品は東西約

530m,南北約ヽ120mの桁円形で北東側が

欠けており，一見[ih上状に見える。 （洵上

保安庁，「うらが」）



（海上保安庁水路部 (1986)，第36回火山噴火予

知連絡会提出資料を要約）

3月7日現在．形成された島は非常に小さくな

ったが存在している。しかし，波で見えない時が

ある。

海底噴火による地震と潮位変化

福徳岡の場から北北東約55km離れた硫黄島にお

いて．海底噴火によるものと推定される地震波と

潮位変化が観測された。

地震波

観測されたのは， 1月18日20時02分頃から40分

頃IAl,19日02時頃から03時頃(B)及び20日14時10分

頃から16時頃(C)である。周期は， Aの時間帯が4

~6秒， B及びCの時間帯が2~3秒で，振幅は

Aの時期が最大で54ukine程度である。その振幅

比は，南北成分及び上下成分を 1とすると東西成

分が0.7~ 0.9であった。
観測された地震波は，観測点ー福徳岡の場間の

距離と噴火による火山性地震の震源を考えると表

面波と推定され，噴火□近くでは高周波成分を有
していても，途中は破砕が進んだ岩石の存在が推

定されるためフィルター効果により減衰したもの

と考えられる。

この地震波が海底噴火によるものと推定したの

は，観測された時間，特にA期間に該当する近地

及び遠地地震は，気象庁の観測網ではなく，魚船

（第8富美丸，宮崎県）の報告によると火山噴火

活動が活発であったことなどによる。

潮位の変化

潮位の観測は， 10分毎の平均水位を10分毎（最

小読取値 1cm) にデジタル記録している。図3に

1月18日18時から19日06時まで（地震が観測され

たA及びBの期間）の潮位変化を示す。

18日20時30分から21時及び19日0時20分から02

時30分頃まで前後の期間と異なる変化が観測され

ている。これらの変化が海底噴火によるものとは

現在断定することは出来ない。この様な変化をも

図2 硫黄島で観測された‘福徳岡の場’'噴火による
ものと推定される地震波形

200 
co 

SeaLevelin Iwo-jima, Kazan-rettou 

' 100 屯

. •. •'. ・・..... 

_
Y
 

t
 

..... 
........... 

↓,＇ 

1●h 19h,oh,..,,.,,.  oo" Olh 02h Olh 。心 05h(［ 9 

Jan. 18, 1986 

図3 昭和61年1月18日18時から19日05時までの硫黄

島で観測された潮位。矢印で示した変化が‘福

徳岡の場”の噴火によるものと考えられる。

位が下がったものとすれば，そのメカニズムを考

えたとき，非常に考えにくい現象である。素直に

考えれば，水位が上昇する押しでなければならな

い。しかし，記録が10分間の平均値であるため，

第1波が水位上昇で始まったが，すぐに水位が下

がり， 10分間の中では水位下降と記録されたこと

も考えられる。 19日0時30分以降の変化は水位が

上昇している。

今回観測された海底噴火によるものと考えられ

る一連の観測データは，他の火山現象，他の観測

点（例えば，父島の潮位）におけるデータ等と対

比検討し，火山防災研究に役立てたいと考えてい

たらす原因として風浪によることが考えられるが， る。

該当するような気象条件ではないので，変化の原

因は海底噴火によること以外考えにくい。

しかし， 18日20時30分～40分の水位が急速に下

がっている。これは，噴火（爆発）によって，水

（第 3研究部）
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ネバド・デル・ルイス火山噴火と

火山災害予測図

熊谷貞治

IIII I 111111111111111111111111111111111111111111111 lllll 111111111111111111111111111 IJI IJ/111/11 

コロンピアは，北にカリビアンプレート．南ア

メリカプレートにのっており，西にはナズカプレ

ートがあって互いに押し合っている地域に位置し

ている。このようにプレートの境界部にあるルイ

ス火山はアンデス火山帯の北部に位置し， 1595年，

1828年～ 1829年， 1831年， 1833年， 1845年と

度々噴火し， 1845年の噴火は，泥流と火砕流が発

生した。 19世紀に活発な噴火活動を示した）レイス

火山も20世紀に人っては静穏で． 1971年モスクワ

で開かれた国際火山学会で危険な火山としてコロ

ンビア国があげたのは，ガレアス火山 (gareas)

のみでルイス火山はあげられていなかった。

このネバド・デル（雪を被ったという意味）ル

イス火山 (4°531N,75°22'W,標高5,400m,

Times Atrasでは 5,389m,安山岩．石英安山岩

から成る成屑火山）が，昭和60年 (1985年） 11月

13日に 140年ぶりに大噴火した。この噴火により

泥流が発生し死者，不明者が24,740人(rNG E 

OMINASによる）に達した。死者数から見ると

火山災害史上4番目，今世紀にはいっては2番目，

火山性泥流災害では 1番という火山災害となった。

これまでに得られた情報や資料に基づいて噴火

の過程，災害の状況及び火山災害予測図について

その概要を述べる。 （日，時刻は現地時間）

火山噴火の概要

1984年11月：火山性地震発生

12月： 23日より噴煙を上げ始める。

1985年7月：噴煙の高さ 1,500mに達した。

イアじ`
 `
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図1 南米コロンビアと）レイス火山の位置

図2 ルイス火山付近概要図

1985年9月：小規模の水蒸気爆発発生。

噴煙も 2,000mに達し，悪臭ガス

や灰により農作物等に被害。

10月：国立地質鉱山研究所CINGEOMI

NAS)がルイス火山の火山災害予

測図を公表。

11月： 13日15時～16時頃，爆発的噴火が

始まる。 21時過ぎ，嗚動のあと強

い爆発が2回発生。山頂のアレナ

(Arena)火口から噴煙柱が約8~

12kmに達した模様。

泥流の概要

ルイス火山は，標高 4,800m以上の山頂部に最

這度数10mの万年雪が存在している。この上に高
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写真 1 泥流の通過した後のアルメロ市街地の状況

（気象庁，［LI中康裕火山至長提供）

温の火砕物質が堆栢し．この万年雪が融けて流出

したと推定され，ラグニージャ川 (RioLagumlla) 

チンチナ川 (RioChmchma)等を流れ下りながら

岩塊，土砂等を巻き込み，土石流のように発迅し

ながら時速約30数kmで流ト―した。 22時30分頃，泥

流は火口の東方47kmのアルメロ市， 23時30分頃，

西北西方33kmのチンチナrnその他に逹し，大災'.,i;
となった。

写真 2 泥流によって大きくけずられた沢

（気象庁，田中康裕火山室長提供）

視地の新聞 LAPATRIA (NOV. 17) による

と記流は，チンチナ川の支流であるクラロ川やモ

リノス川で発生し，平常時は幅10m程度の川を幅

100~200m, PJ.さ約30m以上で流下したと伝え

ている また，アルメロ市の上流10kmに位置する

ダム（貯水醤約 350}j面）が決壊した。

火山唄火による万年雪の融雪に加えて，多紐の

降雨があったことも伝えられていることから，今

表 1 )レイス火山の火山吼火災沓予測と1985年］1月13日唄火の状況比較

予測屯項

マクマの組成

哄火地点

溶岩流

火砕流

爆風

火砕物降下

軽石 ・火山灰

火山岩塊

泥流

（勝井， 1986:第36lr1]火山唄火予知連絡会提出臼料）

噴火災害f測り

安山岩質

アレナス火LI
発生率小

発生率35形
到達範囲：火Uから半径10~20km
発生率9免
山林崩壊に伴う煤風

到達距離 ：北方へ25km
発生率 75笏

北方に降灰

堆積悶：火口近くで， 20~30頃，
30kmで， 2cm 

落 F危険域：火LIから半径 4km 
4水系て発生し，災古をおこす確率大。
アスフラドーラグニジャス水系：

アルメロ市に災内

クワリ川水系 ：

マリキータ ・オンダ市に災害

チンチナ川水系：

チンチナrliに災古

レシオ川水系 ：

アムハレマ市に災古

1985年11月13日哨火

安山岩四

アレナス火口

発生せす

発生

火LJから半径2km 
発生

火砕サージ（山体崩壊なし）

火口から 2km（山小屋を破壊）
発生

北方に降灰（分布軸は北東）

火11から 5kmで， 10じm,
30kmて， 2cm 

火LJから半径 2.5km 
3水系で発生し．災害おこる
予測どおり泥流流下

アルメロ市はは壊滅

予測どおり泥流流下

マリキータ ・オンダ市被災

ほは予測どおり泥流流 F
チンチナ市被災

泥流発生せず

未） INGEOMINAS:Mapa prellminar de rlesgos volcanlcos potenclales de! Nevado del Rulz. 

Text Expllcativo (Oct. 7, 1985). INGEOMINAS : Mapa de nesgos potenclales de! 

Volcan Nevado de! Ruiz. Memorla Expllcativa (Nov. 14, 1985). 
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回の泥流発生は．火山噴火のみならず，エル・ニ

ーニョ（コロンビアでは1982年10月に雨が始まり

降雨量は通年の 2倍に達した）による豪雨であっ

たのではないかという気象条件．火山体としての

地形．地質条件等の要因により大規模な泥流が発

生したものと考えられる。

火山災害予測図

火山災害予測図 (HazardMap)とは，発生す

るであろう火山噴火の規模，場所と噴火の型を推

定して，一次災害発生の要因たる溶岩流，火砕流，

泥流（岩屑流を含む），ブラスト（爆風），津波，

火山弾，火山灰等の種類と規模を推定し，影響を

0 km 20 
l,  1 

図3 Jレイス火山の火山災害予測図略図

（勝井． 1986:第36回火山噴火予知連絡会提出資料）

図4 現地の新聞「LAPATRIA」(17DENOV.）に掲載された泥流分布範囲
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及ぼす範囲を示したものでなければならない。ま

た，影響の度合を一定の基準のもとに区別する必

要がある。

さらに，被災対象を人命と重要施設に分け．人

命を対象とするものは，安全地帯を示し，安全に

避難する経路を示さなければならない。また，困

難ではあるが．特定の場所で噴火した場合危険な

火山現象は，どの位時間か経過したらどこまで到

達するかを示すことも必要である。次に発電所，

貯水池，飛行場，港等重要施設に対しては，その

地域の危険な度合を示しておく事が必要である。

以上は．箸者が火山災害予測図作成手法の検討

によって得た同図に示さなければならない必要な

条件であると考えているものである。

今回のルイス火山噴火に先立って．コロンビア

政府は同火山の「火山災害予測図」を公表した。

発生した火山現象と予測図による現象を比較する

表 1に示したごとく予想が的確であったと言えよ

う。

しかし，尊い人命の多数が失われてしまった。

現在，公表された「火山災害予測図」の詳細は不

明であるが，火山活動に対する的確な状況判断，

住民に対する情報の伝逹方法及び予測図の活用の

仕方に問題があったと考えられる。また，泥流の

発生が21時以降と夜間であったこと，豪雨の最中

であったことが住民の避難情報の伝達に障害と

なったであろうことが推測される。ここではこれ

以上の原因については別の機会にゆずることとし

たし沿

当センターでは，今後共前述した内容をもつ

「火山災害予測図」作成手法を早期に確立し，利

用面まで検討し，火山災害の軽減に役立てたいと

考えている。

最後に，亡くなった方々の霊やすかれと心から

哀悼の意を表します。 （第3研究部）

国立防災科学技術センター刊行物

新 刊

►大型耐震実験装置加振機精密分解点検報告

防災科学技術研究資料第97号， 29頁 昭和61年 1月

►昭和59~60年冬期の積雪に伴う被害―—新潟県・長野県・他一

防災科学技術研究資料第 104号， 109頁 昭和60年11月

►新庄支所における 10冬期間の気象・降積雪観測．その 1 。気象資料編ー 1974年11月～

1984年4月冬期 防災科学技術研究資料第 105号，昭和60年11月

►新庄支所における 10冬期間の気象・降積雪観測，その 2 降積雪編ー 1974 年11 月～

1984年4月冬期 防災科学技術研究資料，第 106号，昭和60年12月

►平塚沖波浪観測資料（4) 1980. 9 ~ 1982. 8 

防災科学技術研究資料第 107号， 129頁 昭和60年12月
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ソビエト連邦の地虚予知研究

佐藤春夫
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1. きっかけ

昨年 (1985年） 9月27日から 2カ月にわたって，

モスクワの地球物理研究所 (Instituteof the 

Physics of the Earth,略称 IP E)とハミー

ル高原入口のガ）レムにあるこの地震観測キャンフ

(Complex Seismological Expedition, 略称C

S E)，そしてタジク共和国のトウシャンベ市に

ある耐哀建築及び地震研究所 (TadzhrkInstitu-

te of Seismoresisting Constructions and Se-

ismology,略称TISCS)を訪れる機会を得た

前年の秋にソ連の地震予知研究の推進役であ

るIPEのNersesov氏とNikolaev氏があいついで

来Rし，防災センターを訪れた。 Nikolaev氏は，

不均竹構造における地店波動の伝播の研究の先駆

者であり現在地裟予知を志向した実験観測に取

り組んでいることを語った。また， Nersesov氏は，

彼の率いる中央アジアの地霞観測所に，地姦波の

散乱の観測研究を精力的にやっている人逹が集っ

ていることを語った。論文上では知っていたもの

の，直接2人から話を聞いたことがきっかけで，

一度中央アジアヘ行ってその人逹と会ってみたい，

自分の日本での研究も紹介してみたい， Nikolaev

氏の実験も見てみたいと思うようになった。幸い

にも，この願いは1985年度の日ソ文化交流計画に

よって実現した。

2. ガルムの地震観測キャンプ (CSE)

成田を立ってモスクワで2日，南へ下ってドウ

シャンベ市で2日休息して，小型のジェット機で

東へ30分．ハミール高原入口の標高約1400mのガ

ルムヘ到羞したのは10月2H。スルホップ川沿い

の小さな空港に迎えに来たのは，上背195cmもあ

るひげもじゃの大男 Khalturin氏であった。妻の

Rautianさんと 2人でコーダ波（地姦波の尾部

で，散乱された波の集まりと解釈されている）の

研究を続けている人である..,1949年にガルムの東

方約60kmに発生したカイト地店（マグニチュード

7.6)の余虚観測に，大学院牛の時に参加し，こ

れがきっかけで出来た CSEの創立当初からのス

タッフである。 1952年に 2人で新所帝をガルムの

地に構え， tを耕し水を引き木を植え，雪と寒さ
と狼と戦い，毎日地虚計の記録紙を交換して現像

（今に至るまで光学記録式）し， 5人の娘を育て

あげて•••と，地店学とは正に荒野で人自然を相手

に行う研究であるという巾を身をもって示してき

た夫婦である。

カイト地姦が発生したのは南天山山脈の中であ

ったが， CSEかその後観測網を展開したのはそ

の南側のヒーター 1世山塊であった。この地域で

は，カイト地哀はど大きな地哀は起きないけれど，

マグニチュード 5程度の地底なら 4~ 5年に一度

の割で発生するので，まずこの前兆を捕えてみよ

うという考えがあった様である 束西約100km, 

南北約50kmの領域に， 15の観測点が散らばってお

り，観測点毎に 1~ 2家族が住み込んで記録の交

換と保守に当っている。 CSEは，米ソの地震予

写真 1 ガルムの地哀観測キャンプ (CS E) 
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知共同研究フ＇ロジュクトにおけるソ連側の行板と

もふえるキャンプで，敵盛期の1970年代には常時

3 ~ 4人の米国人研究者か滞在していたとのこと
である。今も米国との絆は強く ，私辻がキャンフ

に人る前日までUSGSから，そして滞在中には

NOAAから研究者かよれていた。

私逹家族（姜と 3オの娘を[nl伴）には，人きな

柳の木に囲まれた貞白い家が宿舎として）IJ忍され

ていた。 Rautianさんが食糧の手配をしてくれた

ので，朝晩は自炊して，昼はキャンフの食常でテ

ィナーを食べることにした。これは，タジク）亜lu

ツア料狸で，ホルシチ風スープと肉料理ーnn,そ
してコンホートと呼はれる廿いジュースの組み合

せの[1替り定食である＾地JEのヨーグルトやはち

みつ，直径80cm近くもある夕、ンクハン，プロイラ

ーでない鶏と，いすれも及味なタジクの味であっ

た。 10月初旬は氣温も15~23℃位で空気は乾いて

おり，キャンプの中にはフトウやリンコ，なし，

そしてマリーナと呼ばれる木イチコがたわわに実

っており， もぎ取り自巾。キャンフの周囲のはげ

山のさらに奥には，‘りをいだく 4000~5000m級の

山々を屯み，夜は協人の見と，すばらしい季節で

あった。

CSEの特色は，地姦学的ハラメーターの＂時

間変化’'の研究にある。地哀前兆としての地底波

速度変化の発見は，あまりにも有名である。研究

棟入［）庄面の部圧には，中央アジアの涵央分布図

と共に，人きな地炭ことに発見された各種の前兆

現象をぷすパネルが，いくつかJ良示されていた。

最近のものでは， 1983年 2月26日にピーター 1世

山塊で発生したK 13.3 CKはソ連の地森規校）J

度で，この場合マグニチュード 5.2に相当）の地

霰が，各種の前兆的変化を伴った地森として注[j 

されていた。列挙すると，地哀波速度変化 (Po-

pandopulo氏）． i長諒スヘクトルの変化 (Mar-

tinov氏），比抵抗の変化 (Sidorin氏），條斜 ．

歪 ・地ド水位の変化 (Bokanenko氏）等か検出さ

れたとのことである←定常観測の面ては，サイス

ミシティー・傾斜 ．歪 ・地下水位， プロックごと

の地森波速度 • 平均的メカニズム解 ・ 店源スペク

ト）レ等のグラフかはってあり，各担‘11者かHを追

って鉛策で因き込みをしていた。特に輿味をひい

たのは， Martinov氏が進めていた姦源スヘクト

ルの研究で，プロックことに15コの地哀のスヘク

13 
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写真 2 1983年2月26日の地店の各種前兆視象をぷす

バネル： ／こ側 1：から，傾斜 ・比抵抗 ・地下水位，

右側上から，メカニスム解 ・地姦活動の深度，・

P波速度 ・？．歪・スヘクトル変化。
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図 1 ビーター 1世lh塊における地炭学的パラメータ

ーの什．周変化。上から，地炭数 • T値（通常の b

伯に相当）・地炭波速度比 ・歪 ・領斜の月別値。

(Nerseso v他， 1985)。

トルが集まった段階で卓越周波数の分散を計箕し，

その経時変化を調べていた。大きな地森の前には，

分散が異常に大きくなるという例を，いくつか見

せてもらった。 Nersesov氏かまとめた，ピーター

1世山塊の各種観測項目の年尚変化（図 1)は，

見1iなものである 3 上から，地店数 • T値（通常

の b値に相当） ・地姦波速度比 ・歪 ・傾斜の値が



月ごとにプロットしてあり，

見ることができる。

滞在中に， レーニンの写真の掲げてある講堂で，

「浅い地震に関連して観測された地震波の散乱

と減衰の強さの時間変化」と題して，山梨県東部

地震 (1983年8月8日，マグニチュード 6.0)と

長野県西部地震 (1984年 9月14日，マグニチュー

ド6.8)の場合にコーダ波形解析から得られた前

兆的変化について，講演を行った。英語で話して

Rautianさんがロシア語に通訳する形で進めたが，

基礎的な部分がすんなりと聴衆に受け入れられ，

コーダの研究がこの地では市民権を得ていること

がわかり，とてもうれしかった。この様な変化が

ガルムの地震についても起きるのではないだろう

かという私の意見に， Rautianさんと Khalturin

氏は興味を持ってくれて，彼らのCHISSと呼ん

でいるバンドパスフィルター地震記象を誨べてみ

たらということになった。 1983年 2月26日の地震

(K=13.3)の前後で，周波数ごとのコーダ波の

減衰の時間変化を調べることにした。彼らの研究

室の青年Alisho氏が読み取りを手伝ってくれるこ

とになり，連日，記録の読み取りと最小2乗法に

よる勾配計算に没頭した。言菓の不自由はあって

も体を使っての共同作業は楽しいものである。解

析は終了せず，読み取り表を日本へ持ち帰って続

けることになったものの，モスクワヘ掃った時に

Nersesov氏(CSEの所長）は，この共同研究の

スタートをとても喜んでくれた。 CSE滞在中は

Nersesov氏の好意で，，所長室を私のオフィスとし

て使わせていただけたことも幸いであった。

滞在中にカイト地震の地すべり跡と， ピーター

1世山塊の摺曲の見学ツアーが組まれた。ガルム

の町は木造やコンクリート造りの家が多く，道路

沿いにはプレハブ住宅の建設も進められていたが，

山道を登りカイト村へ近づくと，まわりはほとん

どが泥造りの家となる。新しい泥の家は，木の筋

カイが古い家にくらべて若干多いものの，これで
っ

は地震にはひとたまりもないことが一目でわかる。

1949年の地震で多数の死者を出したカイト村か

ら，地すべり跡をAlisho氏と 2人で登っていく途

中，谷の向かい側にほぼ水平の一条の線を見つけ

た。何と農業用水の跡だそうで，その下部が水に

浸っていたために地震の時に一挙に滑ったのだろ

うとのこと。 35年経った今も，はっきりと残る一

きれいな年周変化を 条の線は，印象的であった。

ツアーからキャンプにもどり一息入れていると， 9

「こんにちは，佐藤さんですか？」と，ひょろっと

した男が日本語で話しかけてきたのにびっくり。

700 km北東のタルガリ（カザフ共和国）のキャン

プから会いにきてくれたKopnichev氏で， 10年程

前に私と良く似たコーダの数理モデルを提唱した

人である。最近はコーダ波を解析して上部マント

ルの減衰構造を調べているとのことで，何となく

私の部屋（所長室）に居ついてしまい，ガルムを

去るまでの10日間，朝に夕に地震波の散乱の話を

して過ごした。

10月13日の夜，大きな地震が発生した合図のサ

イレンが，キャンプに鳴りわたった。これが，日

本でも報道されたタジク共和国カイラクムの地震

である。マグニチュードは 6程度とのことであっ

たが，翌日 Rautianさんは，早速CHISS地震記

象のコーダスペクトルから彼らの開発した簡便法

によって震源スペクトルを計算し，モーメント

1024・85dyn ・ cm,ストレスドロップ140barと推定

した。震源が浅いために，カイラクムの町ではか

なりの建物や道路がこわれ，避難している人達の

姿がテレビでも報道された。モスクワヘ帰って，

Nikolaev氏から聞いた話では，死者は12人とのこ

とであった。地元のガルムや中央アジアー帯の地

震センターでもあるドウシャンベ市のTISCSで
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図2 タジク共和国の地震発生予測図：実線は活断層，

斜線部は大地震の発生が予想される地域 (Mala-

mud and K ulagin, 1982に加筆）。
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も，被害の全貌がなかなかつかめなかったようで，

情報収集と伝逹のシステムはかなり未熟なようで

ある。

CSE滞在の 3分の 2近くを記録の読み取りに

使ってしまったので最後の 5日間は連日深夜ま

でCSEの研究者達の研究成果を聞くことに専念

した。測器や記録の質，そしてコンピューターの

容量や速さは，日本と比べるとかなり劣るのに，

彼らの予知を志向した時間変化の研究は長期間同

質の観測を保持しているという点で質が高い。

もっとも，若き研究者逹は，このような記録の質

やコンピューターの古さについて，話をするたび

に嘆いていたのだけれど。

3. ドウシャンベ市の耐震建築及び地震研究所

(TISCS) 
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10月23日，雨でガルムからのジェット機は欠航

となり，山道を車で4時間下ってドウシャンベ市

へ到着。タジク共和国は浅い地震の活発な所で，

TI SCSは，タジク共和国のみならず中央アジア

一帯の地震観測データセンター的な役割をはたし

ている。地震予知研究には特に熱を入れており，

「地震予知」と題した年報をモスクワの IPEと

共同で刊行している。やはりコーダの研究をして

いるMalamud氏が受け人れ責任者になってくれ

て，翌日からTISCSの人逹との面談を始めた。

所長のNegmatullaev氏は耐震工学が専門であ

るが，振動台を使っての実験は費用がかさむこと

と破壊に関する相似則が確立していないとの理由

で，爆薬を使った実物大の耐震実験に取り組んで

いる。所長室で見せてもらったパネルは， 7階建

のコンクリートビルの近くにいくつもの爆煙があ

がっている迫力のあるものだった。 20m級の井戸

を何本も堀り，そこへのべ10~40トンのTNT火

薬を人れて順次爆発させ，継続時間10~15秒で最

大加速度は 1gを越す人工地震波を発生させると

いうダイナミックなものである。薬量と爆発の時

間差を調節して，地震波形らしくするのに苦心し

たとのことである。

Malamud氏からは，上下動と水平動のコーダ

継続時間の比が地震前兆的に変化するという話と，

活断層における地震活動の時空間変化のパターン

から地震発生予測図を作成する話を聞いた。図2

因3 タジク共和国に発生したM=4.5の地震に先行

する歪の異常変化：△は震央距離 (Starkov

and Starkova氏提供）。

は1982年刊行の予測図であるが，カイラクムの地

震は図中斜線の地震発生予測域であり，みごと適

中している。

Kulaginaさんからは，地震波速度変化の解析

の話を聞いた。地震直前に，地震波速度が単に減

少するというだけではなく，和達ダイヤグラムか

らのばらつきが大きくなるようだという話は興味

深い。これは IPEのSobolev氏の岩石破壊実験

の結果とも調和的で， Nikolaev氏はこの点に注目

していた。

Starkovaさんからは，みごとな地震前兆的歪変

化の図を見せてもらった。震央を囲む3観測点の

歪計の記録に，地震発生の 5~10日前に有意な変

化が現われている。 TISCSでは，ブロックテク

トニクス的な考えに基づいて，地殻活動観測点を

積極的に活断層の直近に建設しているとのことで

ある。

この他，副所長のMirzoev氏からくりこみ群を

考えた地震発生のパターン分類， Blagoveshen-

skayaさんからP波の輻射パターンの研究につい
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ての話を聞くことができた。

中 1日は， ドゥシャンベ市から東へ70kmのヌレ

ックダムの見学会。連日研究者相手の翻訳で疲労

気味の通訳のNinaさんも， この日は観光ツアー

のようなものなので楽しそうであった。運転手の

Boris氏の家の庭で柿・ザクロ・リンゴをもいで，

まだ摘み残しの白い実の散らばる綿花畑の中を東

へ進み，峠を越えるとヌレックの町へ着く。町は

今，ダムの建設基地から観光地へと変身中といっ

たところであった。ヌレックダムは，ヴァクシュ

川に建設された堰堤の高さが300mを越す大きな

ダムで，ステップ気候のこの地域にあっては農業

用水の安定した供給源であり，かつ中央アジアー

帯の一大電力源となっている。ダムの完成後，湛

水に誘発されたと思われる地震がひん発したため

に， TISCSはダムの周囲に多数の地震計を設置

して監視に当っている。特にこの誘発地震の研究

には，米国コロンビア大学のラモント・ドハーティ

ー地質学研究所のグループがテレメーターを持ち

込んで参加しており，現在唯一の米ソ共同研究と

して活気がある。

4
 
モスクワ市の地球物理研究所 (IPE) 

10月29日，秋のドゥシャンベ市を立ち北へ3時

間，着いたモスクワは雪で真白であった。 Troi-

tskiy氏の世話で，市内のオクチャブリスカヤ駅

前のアカデミーホテルに投宿。彼はNikolaev氏

の研究部の若手で，ホログラフィーを研究してい

る男だが，買物・換金・通訳そして地下鉄やバス

の乗りかたの指南まで，モスクワ滞在中すべてを

彼の世話になったと言って良い。同世代で話も合

い，数理好きの性格も似ていて， Nikolaev氏が彼

を世話役につけてくれたことに感謝してーカ月を

過した。

IPEは九つの研究部からなるが，地震予知に

関連した研究部は，地震（部長： Nersesov氏）．

地震探査の物理的基礎 (Nikolaev氏）・震源過程

の性質 (Sobolev氏）及び数理地球物理 (Keilis 

-Borok氏）の四つである。

大学院生のSobolevaさんがTroitskiy氏と共に

通訳を手伝ってくれることになり，まずNikola-

ev氏の研究部の人達とから，面談を進めることに

した。 Chavroshkin氏からは，高周波のサイスミ

ックエミッションの話を聞いた。図4は， トルク

メン共和国のアシハバードの活断層直近での観測

で，ガズリー地震 (1984年3月19日，マグニチュ

ード 7.2)の直前に35Hz帯の微動が急増したこ

とを表わすグラフである。地震直前の応力増加が

活断層帯で微小破壊をひきおこし，高周波微動の

振蝠を急増させたのではないかと考えているよう

である。傾斜計や歪計とならんで，活断層帯での

地震前兆補捉に有効であろうという期待が IPE

内で高まっている。

大学院生のBeresnev氏からは，地盤振動におい

て非線形効果がかなり強いことを示す実験結果を

見せてもらった。従来，線形理論がかなり広い範

囲で成り立つと考えられていた地震波動について，

周波数変換の存在を実験的に証明したということ

はすばらしい。
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図4 アシハーバードで観測された，サイスミックエミッションの日別頻度分布。ガズリ

地震の直前に急増していることがわかる (Chavroshkin他， 1984)。
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Ostrovskiy氏からは，彼の設計による NSO型

水平振子傾斜計を見せてもらい，いくつかの地震

前兆的傾斜変化の例について説明を受けた。彼の

傾斜計は共産圏での標準的な測器となっており，

IPEの計測器製作部で造られたかなりの数の傾

斜計が，世界中に配置されているとのことである。

年関のドリフト量は良いもので数マイクロラジア

ンと，防災センターの傾斜計と同レベルにある。

この地上据置型の傾斜計を， ボアホール観測に使

えるものに改良しようとしている最中とのことで，

防災センターの傾斜計の検定方法・観測井の掘削

方法・測器の設置方法・データの解釈等について，

彼の研究室のSirokov氏と計測器設計部長のWa-

silyev氏らから，かなりつっこんだ質問を受けた。

また，彼らが防災センターの傾斜観測資料集の定

期的刊行をとても高く評価してくれたことは，と

てもうれしかった。

以下に興味をひいたテーマと研究者を列挙する

と，人工地震波を使った速度構造の時間的変化

(Gamburtsev氏）及びコーダ波形解析 CSta -

rodubrovskayaさん），カリフォルニアの砕石爆

破観測による地震波速度変化 (Nevskiy氏），ノ

ルウェーのNORSARアレイにおける不均質構造

のホログラフィー解析（ Troitskiy氏），地下水位

と浅発地震活動度の関係 (Kissin氏），巨大加振

機による遠距離の波動伝播の研究 (Nikolaev氏）

などがあげられる。

ガルム， ドゥシャンベ，モスクワと旅を続けて

いろいろな話を聞いてきたが，ガルム発祥の地震

波速度変化の研究は，観測・解析・実験と，あい

かわらず精力的に続けられている。地震前に地震

波速度比の減少を報告する論文があいかわらずあ

るものの， くわしく問いただしてみると，数％以

上Vp/Vs比が変化するという観測結果には懐疑的

で，解析方法に問題があるのではないかと考える

人が多いようである。 Nevskiy氏は，前兆としての

地震波速度変化があるとしても 1%以下であろう，

だけど観測する価値はあると思う，と話していた。

総じて， Nikolaev氏の研究部の優れた点は，

大地に働きかけてその反応を見るという姿勢と，

新しい観測項目の開発にある。私が， 「地震波の

散乱や減衰の強さが時間的に変化するという事を，

最近は信じられるようになってきた。」と話した

い， 「20年前から確信していたよ。」と語った。

室内実験と野外での実験観測の組み合せで研究を

進めるという彼のスタイルは，観測に主体をおく

通常の地震学にくらべてかなりリスクが高いが，

若い人達の評価は高い。私は彼の研究部で， 「リ

ンスフェアにおける地震波の散乱と減衰」と題し

た講演を行った。かなり数理的側面が強かったの

であるが，ランダムな不均質構造の実在について

共通したコンセンサスがあるので，良く理解して

もらうことが出米たと思う。

IPEの大講堂で講演をやらないかとの話があ

ったので， ガルムとドウシャンベで話したテーマに加

えて，防災センターの深井戸と関東東海地殻活動

観測網の紹介を詳しくやることにした。岡田義光

氏（前兆解析研究室長）が雑誌「Nature」に書い

た論文を選び， Sobolevaさんに全文ロシア語に翻

訳してもらい，講浪前に IPE内で回覧した。ソ

連には地震観測用のデジタルネットワークがまだ

無い為に，我々のシステム自体がかなり興味を呼

んだ。もちろん， 2重面のはっきり見える太平洋

プレートとフィリピン海プレートの会合部での，

詳細なサイスミシティーマップは好評であった。

Troitskiy氏らは，移動型のデジタル地震観測アレ

イをつくるプロジェクトを起こしたい気持もあっ

て，防災センターのシステムの紹介に力を人れた

ようである。

講演後， Keilis-Borok氏からの依頼で，彼の研

究部で地震前兆解析に取り組んでいるグループの

若い人達のために，再び同じ講涸を行った。 Keilis-

Borok氏は，独自のパターン認識理論を開発して

地震予知に取り組んでいるのだが，講演の中で測

器の話にふれると，そういう話は飛ばしてくれと

のことで，完全にコンピューターに乗るデータ解

析の話のみに専念しており，それはそれでみごと

なまでの割り切り方であった。

5. おわりに

モスクワをあと数日で離れるというある日，Ni-

kolaev氏が改まって， 「これからはもっと積極的

に日本からの研究者，さらには若い大学院生を受

け入れるようにしていくつもりだ。」と語った。

観測を主体に研究を進めている我々にとって， A-

時に， 「最近になってか？」と言ってニャッと笑 ct i ve measurementsに熱心な彼の研究スタイル
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写真 3 I PEにおいて N1kolaev氏撮影

左から， Tro1tskiy氏， Sobolevaさん，窄

者， Kopnichev氏，右手前はBabazade氏。

から学ぶことは多いことと思う。また，日本にお

ける地虚学が，どちらかと言えは，計算機による

データ解析に屯心を移しつつあるのに比べて，国

土の広さと自然の苛酷さとから，ソ連では大自然

の中で行う仕しドというイメージが強く，その点で

もロマンか感じられる。短い期間ではあったか，

各地で暖かく迎えられ，多くの人逹に会うことが

でき，ガルムでは共同研究のスタートをきること

お知らせ

► 第27回科学技術週間は 4 月 14 日から 4 月 20 日で

す。この期間中の行事として，当センターでは施

設の一般公開を次の通り行います。

（イ）本所 4月16日（水）

午前10時から午後 4時まで

場所茨城県新治郡桜村天王台 3-l 

連絡先 0298-51-1611（内線 29)

（口）吋害実験研究所 4月18日（金）

午前10時から午後4時まで

場所 新泥県長岡市栖吉町字前山］87-16

連絡先 0258 35-7522 

い）平塚支所 4月18日（金）

午前10時から午後4時まで

場所神奈川県平塚市虹ケ浜9-2 

連絡先 0463-32-7159 

ができた。現在の日ソ間の交流は細く， ソ辿にお

ける地巌研究の情報も米国経由で人ってくるもの

がほとんどである。今後少しずつでも，このハイ

フか太くなり，相冗の人的交流が盛んになる事を

願ってやまない。

謝辞

本訪問は，科学技術庁の日ソ文化交流短期研究

員派追に基づくものであり，科学技術庁振輿局 ・

研局調整局ならびに外務省官房文化交流部のお世

話になった。ソ連側の受入れは任者となって下さ

ったNikolaev氏ガルムヘの旅をアレンジして下

さったNersesov氏，ドウシャンベではMalamud氏

と通訳のNinaさん，ガルムでは Rautian さんと

Khalturin氏，そしてモスクワではTroitskiy氏

に，ひとかたならぬお世話になった。記して，感

謝の忍を表する次第である。

（第 2研究部）

（二）新庄支所 4)-J 18日（金）

午前］0時から午後4時まで

場所 山形県新庄巾十日町高壇1400

連絡先 0233-22-7 550 

この一般公開の日は予約なしで見学できます。

多数の方のご来所をお待ちしています。

また， 4月19日から 4月21日まで，東哀都千代

田区北の丸公園の科学技術館において「第 3固科

学技術いろいろ展」が行われます。科学技術庁関

係機関からハネルや模型などが展ぷされます。当

センターも展示しますので，ぜひお出かけ下さい。

► 当センターの一般見学については ， 月曜から金

曜までの10時から16時の問，予め問い合せいただ

いた上，文内で申し込んでいただくようにしてい

ます。問合せ先は屯話番号 0298-51-1611（内線

29)企画課あてお顧いします。
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孫野長治先生のこ逝去を悼む

国立防災科学技術センター元専門委員北海道

大学名巻教授孫野長治氏は去る12月7日逝去され

た。享年69歳であった。

先生の専門は気象学，特に雲 ・雪 ・雷などを研

究対象とする雲物理学で，この分野の世界的権威

として知られる。研究における基本的な姿勢とし

て現象 ・現場の観察を殊の外屯視された先生の専

門的助言御指導は，自然災害とその防止の研究を

推進する当センターににとってかけがえのない貞

献であった。また先生の窯陶を受けた教え子は当

センターにおいても雪氷学 ・気象学の部門で活躍

している。

写真は，科学技術振典調整費による海務の研究

を北海道釧路市で実施した時のお姿である。研究

推進委員会海杉分科会t舟として当センターの観
測現場を視察され，御自身で璽い16ミリカメラに

納められた。同地方の海窃に関する研究は先生の

←ーズ）
河野長官，当センターを視察 (61.1) 

河野洋平科学技術庁長官は，昭和61年 1月13日

当センターに来訪，高橋所長の説明とこ 案`内によ

り，関東 ・東海地殻活動観測網のデータか集中し

解析されている地店予知研究棟、ンステム室や大型

耐店実験施設を祝察された。

第1回防災科学技術研究会を実施 （昭和61年1月）

防災にたずさわる地方自治体の担当者との交流

及び防災科学技術の普及啓発をねらった「防災科

学技術研究会」の第 1匝が昭和61年 1月22日から

24日の 3日間，当センターにおいて実施された。

参加者は 1都10県2市から17名。上に消防防災

課や砂防課の関係者であった。

内容は土砂災害をテーマとして，当センターの

研究成果を集めた次のような話題提供をもとに先

端的な研究に関する質疑や実際面の問題点を討論

した。①土砂災害について②地震災害による土砂

災害③大雨による土砂災害④土砂災害の予知 ・予

測⑤斜面崩壊の機構⑥土砂災害への防災対応。

この他学圏都市内の研究機関の見学を行った。

参加者に求めたアンケートによれば，内容につい
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t要な生涯研究の一つである。久し振りの海霧の
現場で，堅い分科会 l:ftの貨務もさることなから，

楽しそうに撮影記録に飛び回られた先生が偲ばれ

る。心からこ冥福を祈る。 （八木記）

てはおおむね理解でき適切であったという意見が

多かった。また，このような研究会に期待しつつ

具体的な対策や対策のソフト面などについて求め

ている。

次回は昭和61年度中に「地姦防災」をテーマに

実施する予定。

昭和 61年度予算

当センターの昭和61年度予算は，総額で25億 6

千7百ガ円。この中には新しい計画としてJ 地吹

雪の発生機構の解明と災害防止技術の開発に関す

る特別研究や，大型地哀実験装置の改修に関する

経費などが含まれている。

阿部修研究員（新庄支所）に山形県知事表彰(60.9)

阿部研究員は，昭和60年 9月4日山形県老人福

祉大会で功労者として，同県の板垣知事から表彰

された。同研究員は夫人とともに2 隣家の半身不

随で独り暮らしのおはあさんを，屋根の雪下ろし

をしたり， 日常の食事や身の回りについて 7年余

にわたり親身に世話をし続けた。老人福祉の向上

に貢献した功籟が大きいと讃えられた。



新潟県能生町雪崩災害調査の概要
ヽ

昭和61年 1月26日午後11時ころ，新厖県西頸城

郡能生町大字柵口（マセグチ）で大規模な苔崩が

発生し，住家1]棟を襲い39名が被災した。その内

訳は死亡13人，重軽傷9人，救出17人，住家全

壊 8棟，一部破損3棟であった。

この災害について，当センター苫害実験研究所

の第 1研究室では 1月27,28日及び2月 1, 2日

に現地調査を行い，概略次のことがわかった。

被害をもたらした可崩は「混合型面発生乾＇月表

庖雪崩」で，権現岳 (1108m)の山頂向って左側

1000m付近で発生している。雪庇の発逹した稜線

直下に部分的に崩落した雪庇があることから，雪

庇が引き金となって大古崩になったと推定される。

地元の人の話によればこの雪崩が走った所と同

様の所を通ってきた雪崩は数年前にも発生してい

るが，山腹の途中で止っていたということである。

そこで，雪崩の走路についてコンヒューターシミ

ュレーションを行ったところし実際と同じに『崩

が襲来してくる可能性があること，その時の最高

速度は秒速約56m,時速にして200km以上と推定

された。一方，表駐雪崩では見通し角（貨崩のデ

プリの先端から発生点を見た角度）が18度以上あ

ると到達の可能性があるが，今回は21度であった。

雪崩の堆雪鑽は，被災地の上方50m付近で，堆

積の厚さが約 lm，下流の被災範囲が平均輻150m,

緩斜面の長さか 1.6 kmで，約25万面である。
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被災地域の直近で柏雪深は 406cm。 1月20日以

降の積‘且は 239cm,密度が170 kg/吋である。これ

は新可に近い値である。この府の中に凍結さらめ

屑が2謄あった。 1月19日以前のも『りは167cmで

あった。また，雪崩のデプリは厚さ 1m以上で，

地面から 310~ 400 cmに木の枝が含まれていた。

この密度は 250kg／吋であった。

資料によると能生付近の 1月27日までの積雪の

深さは平年比の 200％で，新潟県内で他に 200%

を越すところはなかった。長岡の桔雪断面観測値

で比較すると， 1月20日以前の旧‘．翌ははば同じで

あるか，同日以降の現地の桔雪は厖さで約2倍，

屯さで約 3倍であった。能生付近には集中的な降

雪があり，それが大規模な雪崩の一因をなしたも

のとみられる。（写真は権現岳）

亡くなられた方々のこ冥伽をお祈りし，被災さ

れた方々に御見舞申し上げます。

インドネシア海域海底地震観測終る (61.2)

海溝型地震予知研究の上で重要なプレートのも

ぐり込み構造や地質構造などを調杏するための国際

共同観測として，インドネシア ・ジャワ島南部海

域の観測が行われ無弔終

了した。

今国の観測には日本か

らは当センターのほか地

質調責所など13名，イン

l ドネシアからは 9名が参
加し，海洋科学技術セン

ターの Iなつしま」によ

り行われた。

当センターとしては，

自己浮上式海底地震計（写真）により， 1月10日

から 2月4日までの間自然地震を観測し，これを

無事回収した。これまでのと合せて総合的な解析

がなされる。

この研究は，科学技術振興調整費によるインド

洋 • 太平洋プレート境界海域における島弧 • 海溝

系の地質構造に関する研究の第II期として，昭和

58年度から 3カ年計画で進められてきた。第 1年

度は1983年1]月30日から12月30日までニュープリ

ティン海溝域，続いて1984年1]月16日から12月9

日までトンガ海溝域でそれぞれ調介観測が行われ

た。

-20 



主要災害表 1985年（昭和60年） 2月～ 1986年（昭和61年） 1月

発生年月日
災害名

主要被災地域 被害概要 | 災 害 の 概 況
主要災害

（災害現象） 調査 No.

60. 2. 15 玉ノ木地区 新潟県西頸城 死者10，負傷 2月15日午后6時半ごろ青海町通称玉

土砂崩れ災害 都青海町大字 者4，全半壊 ノ木山 (150m)の中腹から幅 150m 

市振 7 にわたって約75,000面の土砂が崩れ落

（玉ノ木地内） ち．国道8号線沿いの民家7棟を急襲

し5世帯21人が生き埋めとなった。現

場は45°の傾斜地で崩壊防止工事が，実

施されていた。

60. 7. 26 長野市地附山 長野市上松の 死者26,重軽 26日午後4時58分地すべりが発生。幅 26 

地すべり 地附山南斜面 傷4.住家被 400m長さ 350m総流出量推定500万

害，全壊50棟， 面に及ぶ大地すべりにより，近くの老

47世帯，松寿 人ホーム松寿荘をのみ込み，下の湯谷

荘5棟．半壊 団地69棟が倒壊。

5棟，県営有 現場の斜面では20日深夜に湯谷団地西

料道路約2km 側で大規模な土砂崩落が発生したため

崩落 団地住民約430人が一時避難した。さ

らに上部の戸隠有料道路も豪雨により，

崩落が始まっていた。

60. 8. 31 台風13号 鹿児島，熊本， 死者17,行方 中型で強い台風13号は 8月31日午前3

宮崎，長崎． 不明12,重軽 時55分鹿児島県枕崎市付近に上陸．九

大分，山口． 傷 183 州全域と山口県西部が暴風雨域に入り，

福岡，佐賀の 鹿児島市では観測史上最高の最大瞬間

8県 風速55.6mを記録した。漁船の遭難に

よる死者，行方不明者が多かった。

61. 1. 26 新潟県能生町 新潟県西頸城 死者13,重軽 26日午後11時ごろ，能生町柵（ませぐち）

雪崩災害 郡能生町柵口 傷9，住家全 の権限岳(1,108m)中腹で大規模な表

壊8.一部破 層雪崩が起きた。雪崩は幅200m長さ

損3 600 mを走り，ふもとの集落23戸のう

ち11戸36人が雪に埋まった。

新潟県地方は 9日から 3日間，記録的

なドカ雪に見舞われ． 22日から再び大

雪となり，雪崩が起きるまで休みなく

降り続けていた。現場付近の積雪は26

日正午現在で390cmであった。
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